
ロボット戦略 世界分散ファンド（愛称：資産の番⼈）の実質的な運⽤を⾏う
英国マン・グループ AHLのインタビュー記事が掲載されました。

2018年1⽉14⽇ ⽇経ヴェリタス掲載記事より抜粋

ファンドのイメージキャラクター
資産の番⼈コンピューター

「マモル」です。

英国マン・グループ
のAHLは、1987
年の創業以来、
約30年、⼀貫して
コンピュータープログ
ラム（ロボット戦
略）による運⽤を
⾏っているよ。数学
博⼠、物理学博
⼠を含む⾦融⼯
学研究者集団の
運⽤会社だよ。
僕のコンピューター
運⽤実績を⽣み
出している会社だ
よ。

●当資料はT&Dアセットマネジメントが情報提供を⽬的として作成したものであり、投資勧誘を⽬的としたものではありません。●当資料は当社が信頼性が⾼いと判断した情報等に基づいて作成したも
のですが、その正確性・完全性を保証するものではありません。●投資信託はリスクを含む商品であり、株式および公社債等値動きのある有価証券（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）に投
資しますので、運⽤実績は市場環境等により変動します。したがいまして、元本が保証されているものではありません。これら運⽤による損益は全て投資者に帰属します。●投資信託は預貯⾦や保険契
約と異なり、預⾦保険・貯⾦保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また、登録⾦融機関でご購⼊いただいた場合、投資者保護基⾦の⽀払対象とはなりません。●購⼊のお申込
みにあたっては、投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をお渡ししますので必ず内容をご確認の上、ご⾃⾝でご判断いただきますようお願い致します。投資信託説明書（交付⽬論⾒書）は販売会社に
てご⼊⼿いただけます。

情報提供資料

2018.02


